
令
和
7
年

秋
季
俳
句
講
座

「私
と
季
語
（
6
）」

第
3
回

西
山

睦

「季
語
の
恩
恵
」

歳
時
記
の
始
ま
り
は
「民
の
生
活
の
技
術
」の
紹
介
。

 

よ
り
よ
く
生
活
し
食
べ
る
た
め
の
季
語
は
前
向
き
。

 

季
語
に
励
ま
さ
れ
た
句
を
紹
介
し
な
が
ら
、
季
語
の
恩
恵
に
つ
い
て

 

考
え
る
。

主
催

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会



西
山

睦

 
略

歴

一
九
四
六
年

宮
城
県
多
賀
城
市
生
ま
れ

一
九
七
八
年

「駒
草
」入
会

阿
部
み
ど
り
女
に
師
事

そ
の
後
「駒
草
」を
継
承
し
た
八
木
澤
高
原
、
蓬
田
紀
枝
子
に
師
事

二
〇
〇
三
年

「駒
草
」主
宰

二
〇
〇
五
年
よ
り
河
北
俳
壇
選
者

現
在
、
公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
常
務
理
事

日
本
文
藝
家
協
会
会
員

二
〇
二
五
年
度
「

俳
句
」選
者

句
集
『埋
火
』『火
珠
』『春
火
桶
』（二
〇
一
二
年
句
集
宮
城
県
芸
術
選
奨
受
賞
）

俳
人
協
会
自
註
句
集
『西
山
睦
集
』

共
著
『女
流
俳
句
の
世
界
』

N
H
K



季
語
の
恩
恵
（私
と
季
語
）

一
、
は
じ
め
に

季
語
は
実
に
雄
弁
。
季
節
を
表
す
言
葉
だ
け
で
は
な
い
。

衣
食
住
生
活
全
般
、
人
の
生
き
死
に
に
関
わ
る
。

一
、
『斉
民
要
術
』（せ
い
み
ん
よ
う
じ
ゅ
つ
）を
知
る
。

千
五
百
年
前
の
中
国
魏
の
時
代
の
農
書

斉
民
は
庶
民
の
こ
と

ど
う
や
っ
て
食
べ
物
を
増
や
し
人
口
を
増
や
す
か
と
い
う
切
実

な
書
。
瓢
箪
の
葉
の
幼
い
も
の
は
煮
て
食
べ
ら
れ
る
と
か
少
な

い
収
穫
物
を
食
べ
尽
く
す
方
法
。
医
療
児
術
も
未
発
達
の
時
代

収
穫
量
を
増
や
す
の
は
人
を
豊
に
す
る
こ
と

歳
時
記
は
人
が
生
活
し
て
き
た
知
恵
を
集
め
た
も
の
。

前
向
き
、
季
語
は
本
来
好
日
性
を
持
つ
と
知
る
。

斉民要術



雉
の
眸
の
か
う
か
う
と
し
て
売
ら
れ
け
り

楸
邨



一
、
季
語
「か
ら
む
し
」

小
田
急
線
沿
線
に
昔
の
暮
ら
し
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
畑
を
持
っ
て

い
る
人
が
、
今
も
ひ
と
畝
栽
培
し
て
い
る
。

柳
田
國
男
著
『木
綿
以
前
の
事
』

木
綿
は
鎌
倉
時
代
・武
士
が
兜
の
下
に
着
る
肌
着
が
麻
か
ら
木
綿
に
な

っ
て
死
ぬ
人
が
減
っ
た
。

畑ֿ֖׈֊

葉ֿ֖֭׈֊



一
、
季
語
「誘
蛾
灯
」私
が
初
め
て
知
っ
た
季
語
・五
歳

阿
部
み
ど
り
女
が
多
賀
城
へ
蛍
見
へ
訪
れ
た
時

や
が
て
み
ど
り
女
の
「駒
草
」誌
を
後
年
継
ぐ
と
は
夢
に
も
思
わ
ず

◎
み
ど
り
女
の
話
を
少
し
す
る
。

素
描
で
鍛
え
た
。

・例
句
と
し
て
み
ど
り
女
が
中
村
汀
女
宅
を
訪
れ
た
時
の
句

 

篠
竹
は
四
五
本
秋
雨
の
塀
は
す
ぐ

み
ど
り
女

『微
風
』

 

・み
ど
り
女
を
訪
れ
て
い
た
佐
藤
鬼
房

重
陽
の
夕
焼
に
逢
ふ
幾
た
り
か

み
ど
り
女

『月
下
美
人
』

鬼
房
は
み
ど
り
女
人
恋
の
句
と
し
て
鑑
賞
し
た
が
、
鬼
房
の
句
も

ま
た
人
を
恋
う
句
で
あ
っ
た
。

阿部׉֨־女



一
、
季
語
「麦
の
芽
」

麦
の
芽
が
今
日
こ
の
ご
ろ
の
拠

佐
藤

鬼
房

『愛
痛
き
ま
で
』

麦
の
芽
の
頃
、
周
り
は
殺
伐
と
し
た
枯
色
。
潤
う
の
は
麦
の
芽
の
緑
だ
け
。

句
そ
の
も
の
の
や
さ
し
で
も
あ
る
が
「麦
の
芽
」の
強
さ
に
私
自
身
主
宰

を
引
き
継
い
だ
後
の
繁
忙
期
に
は
こ
の
句
が
沁
み
た
。

季
語
そ
の
も
の
が
持
つ
力
に
助
け
ら
れ
た
。

一
、
み
ど
り
女
の
素
描
で
き
た
え
た
句
は
あ
る
時
あ
る
場
所
を
刻
印
す
る
。

 

地
味
だ
が
揺
る
ぎ
な
い
。
季
語
の
持
つ
力
を
糧
に
俳
句
を
詠
ん
で
い
き

た
い
。

よ
り
ど
こ
ろ



九
十
の
端
を
忘
れ
春
を
待
つ

 

み
ど
り
女



「私
と
季
語
（
6
）」

◆

第
2
回
講
師―

 

宮
坂

静
生

動
画
配
信
日

10
月
14
日
（
火
）

◆

第
3
回
講
師―

 

西
山

睦

動
画
配
信
日

10
月
21
日
（
火
）

◆

第
4
回
講
師―

 

今
井 

聖

動
画
配
信
日

10
月
28
日
（
火
）

令
和
7
年

秋
季
俳
句
講
座

公
益
社
団
法
人

俳
人
協
会

◆

第
1
回
講
師―

 

小
林

恭
二

動
画
配
信
日

10
月
7
日
（
火
）
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